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サ
ン
デ
ー
議
会
で
６
議
員
が
一
般
質
問

　
　
　

議
員
立
法
で
総
合
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る
条
例
成
立
！

平成24年1月25日発行

人数は少ないけれど、新しいまちづくり、国づくりは私たちに任せて！



なかとんべつ町議会だより１７５号 ２

いきいきふるさと常任委員会提出！
　「中頓別町総合計画の策定等に関する条例」成立

第４回
定例会
第４回
定例会

除
雪
体
制
の
充
実
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
、
介
護
保
険
料
の
引
下
げ

　

次
期
総
合
計
画
の
取
組
み
状
況
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
見
通
し

　
　

予
防
接
種
医
療
機
関
の
指
定
拡
大
な
ど
、
６
議
員
が
一
般
質
問

　平成23年第４回定例会が、12月18日から19日まで２日間の会期で

開かれました。

　サンデー議会（18日）冒頭の行政報告で野邑町長は、これまでの

議員の一般質問への取組み状況を報告。

　少子化や若年層の流出による人口減少が続く本町の課題と、持続

可能なまちづくりに向けた人口対策を検討するため「中頓別町人口

問題懇話会」（構成団体：町商工会・町農業協同組合・森林組合・

建設協会・南宗谷福祉会・中頓別町及び教育委員会）を10月13日に

設置したこと、町職員の不祥事に対する綱紀粛正の一環として、被

害者等のプライバシーに配慮しつつも、職員を戒告以上の処分に処

した場合、報道機関、広報、ホームページで速やかに公表する基準

が新たに設けられました。

　一般質問では、６名の議員が、本町が抱える諸課題について、町

長の所見を質しました。

　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、延べ

４名の町民がテレビの前で論戦に耳を傾けました。

　２日目の19日は、町長から提案された町税条例等の一部改正をは

じめ、一般会計補正予算案ほか４会計補正予算案を可決。任期満了

に伴う公平委員会委員の選任に原案どおり同意しました。

　日程の最後に、議会の議決権の拡大を図るため、いきいきふるさ

と常任委員会から発議された「中頓別町総合計画の策定等に関する

条例」、「環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）に反対する意見書」を

全会一致で可決し、閉会しました。



平成24年第１回臨時会
監査委員に三浦さんを選任！

なかとんべつ町議会だより１７５号３

○
議
案
第
59
号　

中
頓
別
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
60
号　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
61
号　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
62
号　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
63
号　

平
成
23
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
64
号　

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
発
議
第
８
号　

中
頓
別
町
総
合
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○
発
議
第
９
号　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
に
反
対
す
る
意
見
書

○
同
意
第
４
号　

中
頓
別
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

議
決
結
果
の
一
覧

第４回定例会で
　　決まりました

　第 1回臨時会が、平成２４年 1月１７日に
招集され、町長から提案された同意案件等 2
件を原案どおり可決しました。
　監査委員は、地方自治法上、人格が高潔で、
普通地方公共団体の財務管理、事業のその他
行政運営に関し優れた識見を有する者から、
町長が議会の同意を得て選任することになっ
ています。
　同意第 1号　中頓別町監査委員の選任同意
では、三浦義一さん（字中頓別・６９歳）の
選任に同意。
　また、議案第 1号　中頓別町過疎地域自立
促進市町村計画の変更（教員住宅２戸）も原
案どおり可決されました。

平成23年第５回臨時会
職員給与改正条例賛成多数
で可決！

　第 5回臨時会が、平成２３年１１月２８日
に招集され、町長から提案された議案第５８
号　職員給与条例の一部改正議案を原案どお
り可決。
　この改正は、今年度の人事院勧告に伴い、
町職員給与を平均で 0.23％引下げるもので
す。下げ幅は、５０歳台を中心に、４０歳台
以上で大きく、若年・中堅層では、これまで
抑制されてきた昇給を回復する内容となって
います。これにより全体で６９万円の町費が
削減されます。
　また、国家公務員では、人事院勧告が見送
られ、震災復興財源をひねり出すため、一般
職の給与を 7.8％引下げる特例法案が国会に
提出されており、野邑町長は、審議の行方次
第では、国から地方公務員にも同様の削減を
求められる可能性を示唆。採決を前に討論が
行われ、国家公務員に適用される人事院勧告
は本町の民間給与の実態になじまず、町財政
が財政健全化の途上にあること、引下げで捻
出される財源が少ないなどの反対討論があり
ましたが、賛成多数で原案どおり可決されま
した。

第４回定例会で
　　決まりました

　

前
副
議
長
・
藤
田
首
健
（
ふ
じ
た
・
し
ゅ
け
ん
）
さ
ん
が
、

平
成
23
年
11
月
14
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
71
歳
で
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
平
成
19
年
３
月
か
ら
平
成
23
年
４
月
ま
で
副

議
長
を
務
め
た
ほ
か
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
８
年
に
わ
た
り
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
等
を
歴
任
。

　

平
成
７
年
５
月
の
初
当
選
以
来
、
４
期
16
年
に
わ
た
り
、
お

だ
や
か
な
人
柄
と
真
摯
な
態
度
で
議
員
の
職
責
を
全
う
し
、
自

治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前副議長 藤田首健さん逝く
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

サ
ン
デ
ー
議
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
４
回
定
例
会
で
は
、
除
雪
体
制
の
充
実
、

予
防
接
種
医
療
機
関
の
指
定
拡
大
な
ど
、
６
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

「子ども議会」の開催を
細 谷 久 雄

　

米
屋
教
育
長

答　

子
ど
も
た
ち
が
、
町
の
仕
事
や
議
会
の
仕
事
を
学
ん
だ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
目
で
感
じ
る
疑
問
や
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
気
付
き

ふ
る
さ
と
を
元
気
に
す
る
提
案
を
す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

小
学
校
に
お
い
て
は
本
年
度
か
ら
、
中
学
校
に
お
い
て
も
来
年
度
か

ら
新
学
習
指
導
要
領
の
本
格
実
施
に
伴
い
、
学
習
項
目
・
内
容
の
増

加
に
よ
り
授
業
時
数
が
増
加
す
る
。
こ
の
た
め
、
教
育
課
程
編
成
上
、

授
業
時
数
の
確
保
が
大
変
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
協
議
を

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

子
ど
も
の
目
線
で
ま
ち
づ
く
り
を

問　

子
ど
も
は
、
ま
ち
の
宝
で
あ
り
、
明
日
へ
の
活
力
の
源
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
、
自
然
の
中

で
の
び
の
び
遊
び
、
学
び
、
育
っ
て
い
く
こ
と
は
、
町
民
の
願
い
で

も
あ
る
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
町
の
仕
事
や
議
会
の
仕
事
を
学
ぶ

こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う
、
社

会
教
育
の
一
環
と
し
て
「
子
ど
も
議
会
」
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
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除
雪
体
制
に
つ
い
て

問　

本
町
に
と
っ
て
冬
の
最
大
の
悩
み
は
除
雪
で
あ
る
。

　

町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
な
い
が
、

街
中
の
除
雪
の
不
備
は
、
多
く
の
お
年
寄
り
、
町
民
の

活
動
を
制
約
し
か
ね
な
い
し
、
障
害
者
に
と
っ
て
も
重

い
負
担
と
な
る
。

　

町
民
が
安
全
・
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
高
齢
者
・
障
害
者
等
へ
の
対

応
を
見
据
え
た
抜
本
的
な
除
雪
対
策
を
立
て
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

中
原
産
業
建
設
課
長

答　

本
年
度
の
除
雪
予
算
は
、
約
３
千
万
円
。
除
雪
の
出

動
基
準
は
、
降
雪
が
概
ね
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で

午
前
４
時
45
分
出
動
で
あ
る
。
町
民
の
方
々
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
等
は
毎
年
数
件
あ
る
が
、
大
雪
時
の
除
雪
の

遅
れ
等
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
都
度
確
認
や
状

況
の
説
明
を
行
な
う
等
、
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
努
め

て
い
る
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答　

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
等
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
「

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業
実
施
要
綱
」
に
よ
り
毎

年
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
要
綱
に
よ
る
支
援
の
対
象

世
帯
は
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
か
か
わ
ら
ず

町
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
、
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
体
制
が
推
進
で
き
な
い
か
、

自
治
会
連
合
会
と
相
談
し
た
い
。

問　LED照明の積極的な導入を！
　本町は、緑が豊かで二酸化炭素の排出量が少ないと
言われているが、地球の一員として、その削減を考え
なければならないと思う。
　ＬＥＤの電気代は、電球の１０分の１、蛍光灯の２
分の１、寿命も蛍光灯の約４倍であり、二酸化炭素の
排出量は、電球の約２０分の１と環境にやさしい。
　今後、本町の地球温暖化防止策を進める意味からも、
省エネ・二酸化炭素削減・電球交換の負担軽減・地域
の安全・安心のためにも、現在使われている道路照明
灯をＬＥＤ電球に取り替えるべきではないか。

答　中原産業建設課長
　道路照明灯の総数は１３１灯。既存の道路照
明灯をＬＥＤ化するためには、電球だけでなく
照明器具全体を交換しなければならず、１灯当
り約23万円、全灯を交換した場合、約3,000
万円の経費が必要になる。また、市街地は統一
したデザイン照明灯としているため、その形状
が変わることになる。省エネ化、維持管理費並
びに二酸化炭素排出量の削減等の必要性につい
て認識しており、今後どのような方法が可能か
検討したい。

地球温暖化防止のため
　　　　　街の灯り変えよう

細 谷 久 雄

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進み
ご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

き
め
細
か
な
除
雪
で
暮
ら
し
の
生
命
線
守
れ

細

谷

久

雄



　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

管
理
や
花
の
苗
な
ど
、
で
き
る
限
り
経
費
を
抑
え
て
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
検
討
す
る
。
各
事
業
所
や
団
体
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
と
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

排
雪
等
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
今
ま
で
通
り
利
用
で
き
る
と
思
う
。
憩
い
の

場
と
し
て
、
立
ち
寄
り
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
通
る
だ
け
で
も
目
を
楽
し

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
景
観
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
雑
草
が
伸

び
て
見
苦
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
今
現
在
は
花
壇
が
適
し
て
い
る
と
考
え

整
備
し
た
。
土
地
の
将
来
的
な
用
途
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
緊
急

雇
用
と
い
う
本
来
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
在
町
者
が
望
ま
し
か
っ
た
が
、
今
回

は
３
名
と
も
町
外
か
ら
の
雇
用
と
な
り
、
１
名
は
２
ヶ
月
、
２
名
が
５
ヶ
月

で
、
次
の
仕
事
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
、
期
間
限
定
の
雇
用
と
な
っ
た
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

町
村
会
試
験
合
格
者
の
中
に
当
町
を
希
望
す
る
受
験
者
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
社
会
人
か
ら
事
務
職
を
募
集
す
る
こ
と

に
し
た
。
民
間
経
験
が
望
ま
し
い
が
公
務
員
経
験
で
も
可
で

あ
る
。
本
町
役
場
内
に
該
当
者
は
い
な
い
。
必
要
最
低
限
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
れ
ば
、
資
格
試
験
の
よ
う
な
も
の
ま

で
は
求
め
な
い
。
広
報
や
旬
報
に
受
験
資
格
を
全
て
掲
載
し

な
く
て
も
問
題
な
い
。
他
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
道
新
、
日
刊

宗
谷
、
地
方
公
務
員
を
目
指
す
方
向
け
の
民
間
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
掲
載
し
て
い
る
。
常
勤
職
員
の
新
規
採
用
を
再
開
し
た

の
が
一
昨
年
な
の
で
、
年
齢
構
成
と
人
事
異
動
を
考
え
24
歳

か
ら
32
歳
の
空
白
を
埋
め
ら
れ
る
よ
う
採
用
し
配
置
し
た
い
。

今
年
度
内
の
試
験
を
第
三
者
機
関
に
依
頼
す
る
の
は
時
間
的

に
難
し
い
。

なかとんべつ町議会だより１７５号 ６

町職員採用は
　　能力主義で公正に！

宮 崎 泰 宗

　

町
職
員
（
社
会
人
枠
）
の
募
集
に
つ
い
て

問　

就
職
困
難
の
新
卒
者
を
採
用
せ
ず
、
な
ぜ
専
門
職
で
は
な

い
事
務
職
を
募
集
す
る
の
か
。
配
置
部
署
は
決
ま
っ
て
い
る

か
。
現
在
の
応
募
者
は
何
名
か
。
公
務
員
は
対
象
で
な
く
即

戦
力
と
な
る
民
間
人
を
募
集
し
て
い
る
の
か
。
論
文
試
験
だ

け
で
な
く
、
能
力
の
優
劣
、
合
否
を
公
正
に
判
定
す
る
た
め

第
三
者
機
関
に
依
頼
し
学
力
試
験
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
受
験
資
格
も
試
験
に
取
り
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
旬
報
で

も
全
て
掲
載
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
30
歳
以
下
で
職
務
経

験
５
年
以
上
と
い
う
こ
と
を
実
践
的
職
員
と
考
え
る
基
準
は

あ
る
の
か
。

旧
開
発
車
庫
跡
地
へ
の
花
壇
整
備
は
必
要
か

宮

崎

泰

宗

　

国
道
沿
い
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　

旧
開
発
車
庫
跡
地
の
利
用
を
住
民
の
声
を
聴
か
な
い
ま
ま
、
３
９
０
万
円

の
国
費
で
と
り
あ
え
ず
花
壇
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
無
計
画
。

国
道
沿
い
の
一
等
地
で
あ
り
、
産
業
振
興
の
た
め
の
広
場
や
町
な
か
に
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
駐
車
帯
と
し
て
の
利
用
、
他
の
施
設
の
整
備
は
考
え
な
か

っ
た
の
か
。
こ
れ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
な
く
、
町
が
壊
れ
て
し

ま
う
。
維
持
管
理
費
と
し
て
税
金
か
ら
毎
年
10
万
円
の
委
託
料
を
支
払
う
と

の
考
え
は
理
解
で
き
な
い
。
仮
に
自
治
会
が
管
理
で
き
な
い
場
合
、
最
終
的

な
用
途
が
決
ま
る
ま
で
職
員
が
直
接
管
理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
内
で
の
緊
急
雇
用
事
業
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
地
元
町
民

が
雇
用
さ
れ
な
い
の
か
。
町
有
地
を
個
人
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
が
、
近
隣
住
民
が
排
雪
等
で
広
く
利
用
し
て
い
る
な
ら
、
整
備
し
な
い
方

が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。



　

小
林
産
業
建
設
課
参
事

答　

枝
幸
町
、
浜
頓
別
町
、
猿
払
村
、
中
頓
別
町
で
構
成
す
る
南
宗
谷
鳥
獣
害

担
当
課
長
会
議
は
、
今
年
度
３
回
開
催
さ
れ
、
エ
ゾ
シ
カ
の
残
滓
処
分
方
法

を
協
議
。
広
域
的
な
動
物
焼
却
施
設
建
設
の
ほ
か
に
、
コ
ス
ト
の
安
価
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
平
成
24
年
度
中
に
枝
幸
町
で
実
施
さ
れ
る
発
酵
処
理
試
験

の
結
果
を
見
て
対
応
を
決
定
し
た
い
。
焼
却
施
設
の
建
設
に
は
概
算
で
約
７

千
万
円
か
か
り
、
場
所
は
、
南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
（
浜
頓
別
町
）
に
併
設

を
予
定
し
て
い
た
。
次
年
度
以
降
も
交
通
事
故
の
多
発
す
る
時
期
を
中
心
に

一
斉
駆
除
を
年
２
回
（
春
秋
）
実
施
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

狩
猟
免
許
の
所
有
者
を
増
や
す
た
め
、
免
許
取
得
に
か
か
る
経
費
の
助
成

を
考
え
て
い
る
。
農
協
組
合
長
と
の
協
議
で
は
、
農
協
も
被
害
等
を
十
分
認

識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
を
町
と
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

なかとんべつ町議会だより１７５号７

　

エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除
対
策
に
つ
い
て

問　

第
２
回
定
例
会
で
、
「
エ
ゾ
シ
カ
は
、
今
や
被
害
で
な
く
災
害
で
あ
る
」

と
答
弁
さ
れ
た
。
南
宗
谷
鳥
獣
害
担
当
課
長
会
議
な
ど
、
管
内
の
広
域
的
な

対
応
を
含
め
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
動
物
焼
却
施
設
の
建
設
を
検

討
す
る
と
し
て
い
た
が
、
枝
幸
町
で
の
発
酵
処
理
試
験
の
結
果
を
待
っ
て
の

検
討
で
は
、
益
々
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
施
設
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
内
の
個
体
数
は
、
出
産
数
を
５
０
０
頭
と
推
定
す
る
と
、
捕
獲
目
標
１

５
０
頭
で
は
調
整
で
き
な
い
。
枝
幸
警
察
署
の
調
査
で
は
、
車
両
の
事
故
件

数
は
、
１
月
か
ら
11
月
末
ま
で
に
、
枝
幸
町
21
件
、
浜
頓
別
町
12
件
、
中
頓

別
町
９
件
で
あ
り
、
道
路
延
長
か
ら
み
て
本
町
の
件
数
は
突
出
し
て
い
る
。

11
月
に
ハ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
一
斉
駆
除
を
行
っ
た
が
、
一
部
の
農
家

か
ら
駆
除
の
辞
退
が
あ
っ
た
。
町
の
指
導
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。
農
協
の

対
応
状
況
は
ど
う
か
。

答　石川保健福祉課長
　少しでも国保病院の経営を改善するた
め助成を限定した。助成の予算としては
８００名程度で用意している。日中受診
が困難な方に対して、時間外で予防接種
を受けられるよう国保病院と協議を進め
ていきたい。
答　野邑町長
　他町でも常勤医が１人減り、医師の確
保が難しい中、町内医院の経営努力と信
念は素晴らしく感謝している。
　国保病院も診療所もどちらも大切であ
るが、国保病院の存続を第一に考えるた
め、同じ条件で助成を行うのは難しい。
早期健全化団体に逆戻りさせたくないと
いう思いを理解していただき、町費の支
出削減に協力していただきたい。

予防接種助成医療機関の
　　指定は平等に！

宮 崎 泰 宗

エ
ゾ
シ
カ
駆
除
管
内
の
政
策
に
！

東
海
林

繁

幸

問　予防接種の助成医療機関拡大を
　インフルエンザや肺炎球菌予防接種などに対する一連
の補助条例が可決され助成が始まっている。町として国
保病院の経営を考慮するのは当然だが、広く町民が病気
にならないよう設けた制度であり、全町民の健康を保つ
ことが重要である。
　条例で助成対象となる医療機関を国保病院に限定して
いるため、町内の診療所では、助成が受けられないにも
かかわらず、国保病院と同じ患者負担額で接種を行い、
すでに１０８名が利用している。試算では、国保病院に
与える影響額は約３２万円にすぎない。診療所も助成対
象医療機関に追加し、官民挙げて感染症防止に努めるべ
きである。住民の利便性の優先とともに、せめて町内の
医療機関は分け隔てなく扱うよう年度末までに条例改正
すべきである。２人目の常勤医の雇用が困難であるなら、
地元に貢献されている診療所の医師を本町の常勤医と考
えてはどうか。

町内診療所も助成医療機関に追加を！



　

野
邑
町
長

答①
介
護
保
険
料
の
引
下
げ
は
検
討
課
題
で
あ
る
。
養
護
か
ら
特
養
に
移
る
町
民
の
数

　

に
も
よ
る
が
、
将
来
に
わ
た
り
保
険
料
を
上
げ
な
い
で
、
基
金
か
ら
充
当
し
て
い

　

く
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
保
険
料
を
引
下
げ
て
、
基
金
を
充
当
し
、
そ
し

　

て
基
金
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
料
の
引
上
げ
幅
が
大
き
く

　

な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
、
慎
重
に
推
移
を
見
な
が
ら
検

　

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
金
を
介
護
保
険
料
の
引
上
げ
、
引
下
げ
、
ど
ち
ら

　

に
利
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答②
口
腔
や
運
動
機
能
の
低
下
は
年
齢
と
と
も
に
該
当
者
が
増
加
し
て
お
り
、
何
ら
か

　

の
介
護
予
防
施
策
は
必
要
に
な
る
。
運
動
な
ど
も
特
に
後
期
高
齢
者
の
た
め
に
推

　

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幾
つ
か
重
な
っ
た
要
素
も
あ
り
、
勉
強
の
た
め
の
総

　

合
教
室
な
ど
を
今
後
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
今
回
も
３
、
４
期
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
て
お
り
、
女
性
委
員
は
い
な
い
。

　

理
由
は
、
国
の
方
針
が
あ
ま
り
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
前
回
の
計
画
に
携
わ
り
中
身

　

を
理
解
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

なかとんべつ町議会だより１７５号 ８

取
り
す
ぎ
介
護
保
険
料
引
下
げ
を
！

本

多

夕
紀
江

　

介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
に
女
性
登
用
す
べ
き

問①
来
年
度
は
三
年
に
一
度
の
介
護
保
険
見
直
し
の
年
で
法
律
の
改
正
、
制
度
の
見
直

　

し
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町
の
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
は
、
一
度
も
取
り

　

崩
さ
れ
る
こ
と
な
く
２
千
４
０
０
万
円
余
り
積
ま
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
は
、

　

「
三
年
毎
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
に
合
っ
た
保
険
料
を
設
置
す
る
こ
と
」
に

　

な
っ
て
お
り
、
本
町
の
保
険
料
は
、
管
内
、
全
道
、
全
国
の
平
均
よ
り
か
な
り
高

　

い
時
期
が
あ
り
、
取
り
過
ぎ
保
険
料
を
引
下
げ
る
形
で
高
齢
者
に
返
還
す
べ
き
で

　

は
な
い
か
。

②
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

③
介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
に
女
性
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

高齢者の通院送迎は
　　　　　　戸口まで

本 多 夕紀江

問　高齢者の足確保し住みよい町に！
　バスの無料乗車券、福祉ハイヤー券の交付、温
泉、通院の送迎等が行われているが、高齢化が一
層進み、足の確保について見直しが必要ではない
か。一方、天北線代替輸送確保基金が底をついた
ら路線バスの維持も危ぶまれる。
①病院の送迎車利用の際、お年寄りが厳しい天候
　の中、車を外で待つのは大変。リハビリ教室の
　ように戸口から戸口までの送迎にすべきでは。
　また、送迎範囲の拡大も必要ではないか。
②福祉ハイヤー＋介護タクシーの組み合わせで、
　利便性の向上を図れないか。
③生活の足の確保の観点から補助や送迎を個々の
　制度・車両で行わず、循環バスに統合できない
　か。

答　柴田国保病院事務長
①国保病院の送迎は、小頓別方面に週２回（１回
　は豊泉兵安経由）実施中。冬の悪天候や寒さの
　中、外で待つのは大変であり、状況を把握し、
　改善したい。また、送迎範囲の拡大は、保健福
　祉課やまちづくり推進課と検討しており、もう
　少し時間をいただきたい。
答　石川保健福祉課長
②福祉ハイヤーと介護タクシー両者の協力で町民
　の利便性を図っている。詳しい内容を旬報等で
　周知したい。
答　野邑町長
③路線バスは、公共交通機関である宗谷バスを利
　用して利用頻度を上げなければ残せない。経費
　節減を図る方策も考えなければならない。戸口
　から戸口までの送迎のためには、ある程度の負
　担をお願いしなければならない。今後の総合計
　画の中で位置づけしながら検討を始めたい。

介護タクシー、ハイヤーで利便性の向上を



　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

策
定
作
業
の
遅
れ
を
深
く
お
詫
び
す
る
。
当
初
の
見
通
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
甘
さ
を
反
省
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
挽
回

で
き
る
よ
う
最
大
限
努
力
し
た
い
。
総
合
開
発
委
員
会
に
は
、

12
月
中
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
現
計
画
の
評
価
と
新
計

画
に
向
け
た
論
点
整
理
及
び
新
計
画
の
骨
格
案
を
お
知
ら
せ

し
、
来
年
２
月
ま
で
に
集
中
的
に
議
論
を
行
い
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

第
７
期
総
合
計
画
は
、
平
成
23
年
度
中
の
で
き
る
だ
け
早

い
う
ち
に
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
24
年
度
予
算
が
提
案

さ
れ
る
と
い
う
過
程
を
踏
む
。
こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
24

年
度
は
骨
格
予
算
に
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
つ
く
ら

せ
る
こ
と
を
お
約
束
す
る
。

なかとんべつ町議会だより１７５号９

　

計
画
策
定
の
遅
れ
は
ま
ち
づ
く
り
に
影
響

問　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）
の

策
定
義
務
が
撤
廃
さ
れ
た
が
、
ま
ち
の
憲
法
で
あ
る
自
治
基

本
条
例
で
は
、
①
議
会
の
議
決
を
経
て
総
合
計
画
を
定
め
る
、

②
執
行
機
関
は
、
総
合
計
画
を
政
策
の
最
上
位
計
画
と
位
置

付
け
、
行
政
運
営
に
当
た
る
、
③
執
行
機
関
が
行
う
政
策
、

施
策
及
び
事
業
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
る
も
の
又
は
緊
急
を

要
す
る
も
の
の
ほ
か
は
、
総
合
計
画
に
根
拠
を
置
く
と
義
務

付
け
て
い
る
。

　

町
は
一
年
前
に
第
７
期
総
合
計
画
（
平
成
24
年
度
〜
33
年

度
）
の
策
定
を
総
合
開
発
委
員
会
に
諮
問
し
た
が
、
そ
の
際
、

具
体
的
な
方
向
性
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
遅
れ
の
原
因

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
報
告

・
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
来
年
度
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
支
障
が
出
る
。
３
月
ま
で
に
計
画
を

つ
く
る
と
明
言
で
き
る
か
。

答　遠藤総務課長
　第１次・第２次一括法の成立に伴い、基礎自
治体への権限移譲を定める法律は４７本、本町
で対応が必要なのは現段階で３９本程度である。
　条例により、省令等と異なる内容を定めるこ
とが許される場合もあるが、実情の把握が必要
であり、これを行わない場合は違法となるため
慎重な対応が求められる。地域の独自性を担保
する上で、住民からの意見募集等を経る必要が
あるが、条例成立後に意見を吸い上げ、見直す
ことも一つの方法。今回の権限委譲の多くは都
道府県、政令指定都市が対象であり、本町では、
権限を返上しなければならないものはないと考
える。現段階では、新しい課の設置や機構改革
等は予定していない。
答　野邑町長
　第１次・第２次一括法とも、平成２４年４月
１日施行のものが多いが、１年間の経過措置、
猶予期間がついている。条例制定・改正できる
ものから3月定例会に提案したい。

総合計画がすべての
　　　行政運営の根拠

柳 澤 雅 宏

権
限
移
譲
生
か
す
た
め
独
自
条
例
の
制
定
を
！

柳

澤

雅

宏

問　地域主権改革への対応は？
　「地域の自主性及び自立性を高め
るための改革の推進を図るための関
係法令の整備に関する法律」（第１
次・第２次一括法）が成立し、都道
府県から市町村への権限移譲がなさ
れ、自治体の自主性の強化と自由度
の拡大を図るための義務付け・枠付
け見直しとともに条例制定権の拡大
が図られることになった。
　本町が対処しなければならない権
限移譲項目と条例制定、改正は、そ
れぞれ何件あるか。本町としての独
自性を出すために、条例の制定時や
その後の見直しは、どのような経過
をたどるのか。権限移譲に伴う組織、
人員配置、予算の確保等にどのよう
に対応するのか。小規模町村では、
移譲された権限を返上するしくみも
必要ではないか。

次
期
総
合
計
画
で
現
在
の
町
並
み
を
残
せ
る
か



　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
策
定
の
取
り
組
み
は
、
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
の

利
活
用
を
一
層
高
め
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
。
必
ず

し
も
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
前
提
で
は
な
く
、
多
額
の
費
用
投
入
は
考
え
て

い
な
い
。
構
想
策
定
に
は
、
い
ず
れ
も
全
額
道
費
補
助
で
22
年
度
約
７
百
万

円
、
23
年
度
は
１
千
１
百
万
円
。
来
年
度
予
算
で
は
、
担
当
課
と
し
て
１
千

万
円
を
要
求
し
て
お
り
、
推
進
す
る
場
合
は
、
総
合
計
画
に
搭
載
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
現
状
で
も
創
意
工
夫
次
第
で
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
平
成
25
年
度
以
降
の
早
い
時
期
の
認
定
を
め
ざ
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
鍾
乳
洞
は
観
光
の
中
心
施
設
で

あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で

道
か
ら
職
員
の
派
遣
と
事
業
に
対
す
る
交
付
金
を
２
年
間
受
け
て
お
り
、
い

ま
取
り
組
み
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
う
１
年
、
調
査
研
究
を
続
け

た
い
。
学
芸
員
の
配
置
、
設
備
の
整
備
に
莫
大
な
経
費
が
か
か
る
な
ら
、
本

町
の
財
政
状
況
で
は
難
し
い
。
遠
軽
町
と
違
い
、
本
町
は
、
観
光
客
が
車
で

簡
単
に
来
ら
れ
る
場
所
な
の
で
、
認
定
が
受
け
ら
れ
る
な
ら
あ
り
が
た
い
。

　

柴
田
国
保
病
院
事
務
長

答　

職
場
内
で
、
職
員
個
人
の
現
金
が
紛
失
す
る
事
件
が
発
生

し
た
。
関
係
者
か
ら
事
情
聴
取
を
行
い
、
事
実
関
係
の
確
認

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
に
は
全
額
弁
済
さ
れ
る
と
と
も

に
、
加
害
者
で
あ
る
職
員
か
ら
退
職
願
い
の
提
出
が
あ
っ
た

た
め
受
理
す
る
こ
と
で
処
理
し
た
が
、
本
来
、
職
員
と
同
様

の
取
り
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
り
、
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
刑

事
訴
訟
法
に
つ
い
て
は
、
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

野
邑
町
長

答　

処
分
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

は
、
議
会
へ
の
報
告
、
情
報
提
供
な
ど
、
色
々
な
方
法
が
あ

る
と
思
う
。
議
員
に
は
極
力
情
報
と
し
て
提
供
し
た
い
。
職

員
を
処
分
し
た
場
合
は
、
議
会
で
公
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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不
祥
事
は
隠
さ
ず
議
会
に
報
告
す
べ
き

柳

澤

雅

宏

ジオパーク継続には
　専門的人材が不可欠

星 川 三喜男

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
見
通
し
は
？

問　

先
般
、
常
任
委
員
会
で
は
、
道
内
の
先
進
地
と
し
て
遠
軽
町
を
視
察
。
黒

曜
石
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
認
定
を
受
け

る
ま
で
に
は
、
学
芸
員
の
採
用
や
合
併
前
の
旧
白
滝
村
の
庁
舎
を
「
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
多
く
の
専
門
的
人
材
と
多
額
の

費
用
を
投
入
し
て
い
る
。
本
町
で
も
、
鍾
乳
洞
を
中
心
と
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
動
い
て
い
る
が
、
認
定
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
認
定
年
度

は
い
つ
に
な
る
の
か
。
推
進
か
撤
退
か
、
早
め
の
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

仮
に
認
定
を
受
け
て
も
、
そ
の
後
認
定
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
相
当
な
人

材
を
手
当
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
覚
悟
を
持
っ
て
い
る
か
。
こ
れ

ま
で
の
費
用
、
来
年
度
予
算
額
は
い
く
ら
か
。
現
在
策
定
途
中
に
あ
る
総
合

計
画
、
実
施
計
画
に
載
る
と
判
断
し
て
よ
い
か
。

　

国
保
病
院
で
の
不
祥
事
に
つ
い
て

問　

国
保
病
院
で
の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
関
係
と
対

処
に
つ
い
て
伺
う
。

　

職
員
の
不
祥
事
を
後
か
ら
住
民
か
ら
聞
い
て
は
、
議
員
は

住
民
の
代
表
と
は
言
え
な
い
。
今
後
、
す
み
や
か
に
議
会
に

報
告
す
る
意
思
が
あ
る
か
。

　

刑
事
訴
訟
法
上
、
公
務
員
に
は
犯
罪
の
告
発
義
務
が
あ
る
。

こ
れ
を
し
な
い
こ
と
は
、
法
律
違
反
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

鍾
乳
洞
は
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
核
と
な
る
か
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「
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及

び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の

整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
平

成
23
年
法
律
第
83
号
）
及
び
施
行

令
等
が
、
６
月
30
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
税
条

例
を
改
正
。
住
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
等
の
不
申
告

（
脱
税
）
に
関
す
る
過
料
の
上
限

額
の
引
上
げ
、
寄
付
金
控
除
額
の

適
用
下
限
額
の
引
下
げ
な
ど
が
主

な
改
正
内
容
で
す
。
（
原
則
公
布

日
か
ら
施
行
）

◇
主
な
質
疑

○
本
多
議
員

　

町
税
の
不
申
告
に
対
す
る
過
料

の
適
用
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
か
。

過
料
の
上
限
額
10
万
円
は
情
状
に

よ
り
町
長
が
定
め
る
こ
と
に
な
る

が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

●
遠
藤
総
務
課
長

　

過
料
の
適
用
は
こ
れ
ま
で
な
い
。

法
律
改
正
に
合
わ
せ
改
正
し
た
が
、

事
案
発
生
に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

鍾
乳
洞
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出
に

よ
る
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
で
予
定
し
て
い
た
新
洞
窟
の

整
備
先
送
り
に
伴
う
事
業
内
容
の

調
整
・
変
更
の
ほ
か
、
土
木
費
の

道
路
新
設
改
良
費
で
、
１
千
５
百

１
万
円
を
追
加
。
内
容
は
、
工
事

請
負
費
で
中
頓
別
弥
生
線
改
良
舗

装
整
備
事
業
を
繰
越
明
許
費
で
次

年
度
に
行
う
も
の
で
す
。

　

繰
出
金
で
は
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
へ
６
千
８
百
61
万
円
、
地

域
活
性
化
基
金
に
７
千
３
百
30
万

円
の
積
立
て
を
計
上
。
南
宗
谷
消

防
組
合
負
担
金
は
、
３
百
36
万
円

が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
普
通
地
方
交
付
税

４
千
１
百
26
万
円
の
ほ
か
、
未
償

還
と
な
っ
て
い
る
医
師
養
成
費
貸

付
金
４
百
万
円
の
歳
入
目
を
新
設
。

町
債
と
し
て
過
疎
対
策
事
業
債
７

千
５
百
30
万
円
、
臨
時
財
政
対
策

債
１
千
８
百
50
万
円
を
追
加
計
上

し
て
い
ま
す
。

◇
主
な
質
疑

○
東
海
林
議
員

　

新
洞
窟
の
整
備
費
２
百
万
円
に

対
し
、
１
百
40
万
円
の
設
計
委
託

料
は
高
す
ぎ
な
い
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

何
通
り
か
の
設
計
パ
タ
ー
ン
に

対
応
す
る
た
め
い
た
し
か
た
な
い
。

○
柳
澤
議
員

　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
周
知
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
町
配
布
す
る

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ジ
オ

パ
ー
ク
と
い
う
用
語
を
前
面
に
出

し
て
事
業
を
推
進
す
る
の
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
こ
だ
わ
ら

な
い
。
基
本
的
に
は
、
鍾
乳
洞
を

核
と
し
た
地
域
の
活
性
化
、
魅
力

紹
介
、
体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

の
構
想
書
に
な
る
。
現
段
階
で
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
用
語
は
使
わ
な
い
。

○
東
海
林
議
員

　

来
年
度
の
エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除
目

標
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

●
小
林
産
業
建
設
課
参
事

　

２
百
頭
規
模
で
あ
る
。

当
を
減
ら
す
一
方
、
応
援
医
師
な

ど
の
賃
金
を
増
や
し
給
与
費
を
65

万
円
減
額
。
そ
の
分
を
旅
費
交
通

費
、
食
料
費
と
し
て
追
加
。
予
算

の
増
減
を
伴
わ
な
い
変
更
で
す
。

の
意
見
の
申
出
を
可
能
に
す
る
な

ど
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が

同
計
画
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
町
民
意
思
の
反
映
と
公
正
で

透
明
性
の
高
い
行
政
執
行
を
め
ざ

す
条
例
で
す
。
（
公
布
日
か
ら
施

行
）

■
発
議
者　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と 

　

常
任
委
員
会　

委
員
長　

星
川

　

三
喜
男

○ 

議
案
第
59
号　

中
頓
別
町
税
条

　

 

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○ 

議
案
第
60
号　

平
成
23
年
度

　

 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
５
千
３
百
63
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
、
33
億
３

千
１
百
96
万
円
に
。
歳
出
で
は
、

○ 

議
案
第
61
号　

平
成
23
年
度

　

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
百
29
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
、
３
億
２
千
３
百
46

万
円
に
。
歳
出
で
は
、
保
険
給
付

費
（
出
産
育
児
一
時
金
及
び
葬
祭

費
）
を
追
加
補
正
。
主
な
歳
入
は
、

繰
越
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
で
す
。

○ 

議
案
第
62
号　

平
成
23
年
度

　

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

　

 

計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
で
、
給
料
及
び
手

○ 

議
案
第
63
号　

平
成
23
年
度 

下

　

 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ

れ
ぞ
れ
６
千
８
百
61
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
は
、
１
億
７
千
12

万
円
に
。
内
訳
は
、
下
水
道
施
設

建
設
時
の
起
債
の
任
意
繰
上
償
還

で
す
。
利
率
の
高
い
起
債
元
金
５

千
９
百
13
万
円
、
利
子
９
百
48
万

円
の
償
還
に
よ
り
、
利
子
差
額
４

百
59
万
円
を
削
減
。
財
源
は
、
全

額
一
般
会
計
繰
入
金
で
す
。

○ 

議
案
第
64
号　

平
成
23
年
度

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ

れ
ぞ
れ
15
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
、
２
千
６
百
52
万
円
に
。

内
訳
は
、
30
名
分
の
償
還
金
及
び

還
付
加
算
金
に
伴
う
補
正
で
す
。

○ 

発
議
第
８
号　

中
頓
別
町
総

　

 

合
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る

　

 

条
例
（
制
定
）

　

総
合
計
画
の
定
義
を
定
め
る
と

と
も
に
、
策
定
や
変
更
、
追
加
す

る
場
合
、
議
会
の
議
決
又
は
報
告

を
必
要
と
し
た
ほ
か
、
議
会
か
ら

○ 

発
議
第
９
号　

環
太
平
洋
経

　

 

済
連
携
協
定
に
反
対
す
る
意

　

 

見
書

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
参
加
表
明
し
た
政

府
に
対
し
、
道
民
、
国
民
合
意
の

な
い
ま
ま
、
関
税
撤
廃
を
原
則
と

す
る
同
協
定
に
参
加
し
な
い
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
意
見
書
で
す
。

■
発
議
者　

柳
澤
雅
宏

■
賛
成
者　

細
谷
久
雄

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議

　

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
外

　

務
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
、
農

　

林
水
産
大
臣

○ 

同
意
第
４
号　

中
頓
別
町
公

　

 

平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

公
平
委
員
会
委
員
１
名
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
委
員
と
し
て
、

尾
本
導
弘
さ
ん
（
字
中
頓
別
・
66

歳
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

※

い
ず
れ
の
議
案
も
12
月
19
日
可

決

可決された議案のあらまし・主な質疑
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いきいきふるさと
常任委員会だより

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
に
、
幼
児
教
育
と
学
校
教

育
の
一
元
化
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

調
査
の
ほ
か
、
緊
急
を
要
す
る
事
項
と

し
て
、
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
報
告

に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
10

月
26
日
に
は
、
議
決
権
の
拡
大
と
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
事
業
に
つ
い
て
調
査
す
る

た
め
、
道
内
の
先
進
地
で
あ
る
遠
軽
町

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
第
４
回
定

例
会
と
第
５
回
臨
時
会
で
報
告
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

幼
保
小
連
携
、
一
元
化
に
は
根
拠
が
必
要

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
は
総
合
計
画
と
連
動
を
！

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、３月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう

◇
幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
一
元
化

　

長
側
（
教
育
委
員
会
）
が
示
し
た

「
中
頓
別
町
認
定
こ
ど
も
園
と
中
頓
別

小
学
校
と
の
円
滑
な
連
携
・
接
続
に
向

け
た
取
り
組
み
方
針
」
（
案
）
は
、
学

校
教
育
と
幼
児
教
育
・
保
育
の
連
携
の

必
要
性
、
一
体
化
を
説
い
た
国
の
指
針

が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

少
子
化
の
時
代
に
あ
っ
て
も
子
ど
も

た
ち
の
個
性
や
発
達
過
程
は
多
様
性
に

満
ち
て
い
る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
校
教
育
を
迎
え
る
た
め
、

地
域
の
総
合
的
な
子
育
て
力
を
高
め
る

施
策
が
重
要
で
あ
り
、
と
く
に
就
学
前

の
５
歳
児
を
学
校
教
育
の
コ
ー
ス
に
上

手
に
乗
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
教
育
へ
の
違

和
感
を
な
く
す
た
め
に
は
、
人
的
な
ふ

れ
あ
い
が
最
も
確
実
で
あ
り
、
信
頼
関

係
も
築
き
や
す
い
の
で
、
入
学
前
に
小

学
校
教
諭
等
に
よ
る
模
擬
授
業
や
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
事
業
が
頻
繁
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

認
定
こ
ど
も
園
か
ら
小
学
校
へ
の
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
は
、

地
域
上
げ
て
の
全
人
教
育
へ
向
け
て
車

は
な
め
ら
か
に
走
ら
な
い
。
幼
保
小
連

携
の
た
め
に
は
、
行
政
内
部
の
組
織
機

構
・
役
割
の
見
直
し
や
教
員
連
携
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
の

検
証
や
条
例
の
整
備
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

◇
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　

行
政
評
価
と
は
、
行
政
が
実
施
す
る

政
策
、
施
策
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

目
的
を
明
確
に
し
な
が
ら
成
果
指
標
等

を
用
い
て
有
効
性
、
効
率
性
、
必
要
性

を
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

行
政
自
ら
が
住
民
の
視
点
に
立
っ
て

客
観
的
に
評
価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
企
画
立
案
に
生
か
す
こ
と

で
政
策
の
質
的
向
上
を
図
る
行
財
政
改

革
の
一
手
法
で
も
あ
る
。
本
町
で
は
、

策
定
途
上
に
あ
る
第
７
期
総
合
計
画
の

政
策
・
施
策
体
系
を
実
現
す
る
た
め
、

各
事
務
事
業
を
行
政
評
価
の
対
象
と
し
、

予
算
の
段
階
か
ら
効
果
的
で
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
事
務
事
業
洗
い
出
し
作
業

に
お
い
て
重
要
度
に
応
じ
て
分
類
さ
れ

た
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
基
準
は
、
担
当

所
管
内
部
で
の
判
断
で
あ
り
主
観
に
左

右
さ
れ
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
な
ん
ら
か
の

共
通
基
準
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

11月28日には、国の有形登録文化財・旧丹波屋旅館も視察
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◇
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行

　

の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
報
告

　

「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
報
告
」
（
以

下
、
「
点
検
評
価
報
告
」
と
い
う
。
）
は
、

改
正
地
方
教
育
行
政
法
が
、
平
成
20
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
19
年
度
分
か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　

同
法
で
は
、
効
果
的
な
教
育
行
政
に
資

す
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執

行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
及
び
評
価
を
行

い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成

し
、
こ
れ
を
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
点
検
評
価
報
告
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
教
育
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す

る
者
の
知
見
の
活
用
を
図
る
と
さ
れ
、
手

法
に
お
い
て
有
識
者
の
外
部
評
価
に
よ
り

客
観
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
地
方
教
育
行
政
の
中
心
的

な
担
い
手
で
あ
る
教
育
委
員
会
が
、
よ
り

高
い
使
命
感
を
も
っ
て
責
任
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
一
般
人
（
レ
イ
マ
ン
）

で
あ
る
非
常
勤
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
教

育
委
員
の
合
議
に
よ
り
、
大
所
高
所
か
ら

基
本
方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
を
教
育
行
政

の
専
門
家
で
あ
る
教
育
長
が
事
務
局
を
指

揮
監
督
し
て
執
行
す
る
と
い
う
「
レ
イ
マ

ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
も
と
に
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　

点
検
評
価
報
告
は
、
教
育
委
員
会
が
、

そ
の
職
務
権
限
に
基
づ
く
事
務
（
同
法
第

23
条
各
号
の
事
務
）
の
反
省
点
、
問
題
点

を
把
握
し
、
改
善
し
て
い
く
た
め
の
ツ
ー

ル
（
道
具
）
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
っ

て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
報
告
書
を
す
べ
て
の
教

育
関
係
者
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
学
校

運
営
等
の
改
善
に
生
か
す
よ
う
教
育
委
員

会
が
主
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と

は
、
教
育
の
基
本
方
針
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
り
、
教
育
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
レ
イ
マ
ン
の
代
表
で
あ
る
教

育
委
員
長
が
、
そ
の
報
告
、
説
明
の
任
に

当
た
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
、

第
１
回
（
３
月
）
定
例
会
ま
で
に
、
次
の

事
項
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

①
総
合
計
画
、
②
認
定
こ
ど
も
園
の
運

営
と
学
校
教
育
と
の
一
元
化
、
③
ジ
オ
パ

ー
ク
、
④
天
北
厚
生
園
の
移
転
、
⑤
所
管

事
務
の
う
ち
緊
急
を
要
す
る
事
項

次
の
所
管
事
務
調
査

　本条例は、法律上策定義務のなくなった総合計
画について、自治基本条例の規定では不十分な部
分を補うとともに、町民の視点に立って、議会が
総合計画の策定とその後の進行管理等に積極的に
かかわることで議決権の拡大をめざすものです。
　議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会
での調査を経て、第７期総合計画の策定の根拠条
例として提案され、全会一致で成立しました。

　（目的）
第１条　この条例は、総合計画の策定と地方自治
　法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第２項
　の規定に基づく議会の議決又は議会へ報告すべ
　き事件等を定めることにより、総合計画への町
　民意思の反映及び公正で透明性の高い行政執行
　に資することを目的とする。
　（定義等）
第２条　この条例において「総合計画」とは、総
　合的かつ計画的に町政を推進するとともに、豊
　かで住みよいまちづくりを実現するために策定
　する政策の最上位計画をいい、その策定に当た
　っては、町の目指す将来の姿を明らかにすると
　ともに、地域資源を最大限活用したものでなけ
　ればならない。
２　この条例において「実施計画」とは、前項に
　掲げる計画に基づき、町の行政分野全般に係る
　具体的な事務事業の実施に関して定める計画を
　いう。
　（議決すべき事件）
第３条　町長は、総合計画を策定し、主要事業
　（計画）の追加若しくは変更をし、又は計画期
　間中に廃止しようとするときは、あらかじめ議
　会の議決を経なければならない。
　（議会への報告）
第４条　町長は、総合計画を策定し、追加し、又
　は変更しようとするときは、その立案過程とと
　もに、中頓別町自治基本条例（平成２３年中頓
　別町条例第２号）第１９条第２項の要件が満た
　されているか、議会に報告しなければならない。
２　町長は、毎年度、総合計画に係る実施状況を
　取りまとめ、その概要を議会に報告するととも
　に、町民に公表しなければならない。
３　町長は、実施計画を策定し、追加し、変更し、
　又は廃止したときは、これを議会に報告すると
　ともに、町民に公表しなければならない。
　（意見の申出）
第５条　議会は、次に掲げるときには、町長に対
　して意見を申し出ることができる。
　（1）  社会経済情勢の変化その他特別の事情に
　　　より、総合計画を追加し、変更し、又は廃
　　　止する必要があると認めるとき。
　（2）  実施計画に定める事務事業を評価したとき。
　　附　則
　この条例は、公布の日から施行する。

中頓別町総合計画の策定等に関する条例

総合計画に議会も積極的に関与

総合計画の策定等に関する条例とは
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策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

町
長
は
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る

　

に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
意
見
が
反

　

映
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

　

な
お
、
遠
軽
町
で
は
、
財
政
と
の
関

わ
り
や
首
長
の
交
代
、
10
年
後
実
施
で

き
る
か
実
現
性
の
問
題
を
考
慮
し
、
実

施
計
画
を
議
決
事
項
か
ら
は
ず
し
て
い

る
。

　

町
村
合
併
後
、
新
遠
軽
町
は
、
合
併

に
よ
り
過
疎
地
域
と
な
り
、
過
疎
債
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
交
付
税
も
ス
ム

ー
ス
に
き
て
い
る
。

　

合
併
特
例
債
は
、
２
０
０
億
円
の
枠

が
あ
る
が
使
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

合
併
特
例
債
を
基
金
に
代
え
20
億
円
を

積
ん
で
い
る
。

　

議
員
選
挙
で
は
選
挙
区
を
設
け
ず
、

定
数
18
人
の
う
ち
、
丸
瀬
布
２
人
、
白

滝
１
人
、
生
田
原
２
人
、
13
人
は
旧
遠

軽
町
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

　

遠
軽
町
議
会
議
長
は
、
合
併
し
て
６

年
が
過
ぎ
町
内
に
不
協
和
音
は
な
い
と

断
言
さ
れ
た
。

　

庁
舎
は
、
総
合
支
所
方
式
で
職
員
数

は
現
在
２
８
５
人
。
合
併
前
は
３
３
０

人
。
「
合
併
は
職
員
の
合
理
化
」
と
の

説
明
に
自
治
体
統
合
の
行
く
末
を
垣
間

見
た
思
い
が
し
た
。

除
く
総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び
計
画
、

町
木
・
町
花
、
町
民
憲
章
の
制
定
・
改

廃
、
町
章
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
の

提
携
、
自
主
財
政
計
画
に
関
す
る
こ
と
）

に
な
っ
た
。

　

地
方
分
権
推
進
計
画
に
よ
り
、
基
本

構
想
の
策
定
義
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
９
月
の
定
例
会
で
条
例
第
２

条
第
１
号
を
改
正
し
、
「
遠
軽
町
ま
ち

づ
く
り
自
治
基
本
条
例
（
平
成
19
年
遠

軽
町
条
例
第
９
号
）
第
26
条
に
規
定
す

る
総
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
」

と
し
た
。
（
地
方
自
治
法
第
２
条
４
項

引
用
の
削
除
。
）

【
参
考
】

「
遠
軽
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」

（
平
成
19
年
遠
軽
町
条
例
第
９
号
）

（
総
合
計
画
の
策
定
）

第
26
条　

町
長
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

　

り
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る

　

た
め
、
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
（

　

以
下
「
総
合
計
画
」
と
い
う
。
）
を

　

議
決
権
の
拡
大
に
つ
い
て

　

現
在
の
遠
軽
町
は
、
平
成
17
年
10
月

に
４
町
村
（
遠
軽
町
、
白
滝
村
、
丸
瀬

布
町
、
生
田
原
町
）
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
。

　

合
併
前
は
、
議
決
権
の
拡
大
条
例
を

ど
の
町
村
も
定
め
て
い
な
か
っ
た
が
、

住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
と
議
決
権
の

強
化
を
求
め
る
声
が
あ
り
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
総
務
常

任
委
員
会
委
員
長
発
議
で
、
平
成
21
年

３
月
23
日
、
条
例
第
17
号
と
し
て
「
遠

軽
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め

る
条
例
」
（
以
下
、
「
条
例
」
と
い
う
。
）

を
制
定
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
開
か
れ
た
議
会
、

行
政
の
実
現
の
た
め
、
町
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
。

　

条
例
案
は
、
他
の
自
治
体
の
条
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
約
一
年
間
協
議
。
都

市
計
画
、
福
祉
計
画
等
は
入
れ
ず
、
最

終
的
に
６
項
目
（
旧
地
方
自
治
法
第
２

条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
計
画
を

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
所
管
事
務
の
う
ち
緊
急
を
要
す
る

事
項
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
先
進
地

に
お
け
る
認
定
ま
で
の
経
緯
と
費
用
負

担
、
認
定
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
と
合
わ
せ
て
、
議
会
に
よ
る
議
決
権

の
拡
大
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
た
め
、

７
名
の
委
員
が
、
10
月
26
日
、
遠
軽
町

を
視
察
。
そ
の
あ
ら
ま
し
と
意
見
を
報

告
し
ま
す
。

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
は
自
然
と
文
化
の
融
合
が
テ
ー
マ

議
決
権
の
拡
大
・
ジ
オ
パ
ー
ク
先
進
地
（
遠
軽
町
）
視
察
報
告

歓迎のあいさつを述べる前田遠軽町議会議長（右）
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に
で
も
理
解
で
き
る
施
設
で
あ
っ
た
。

　

町
村
合
併
で
空
い
た
旧
庁
舎
（
議
場

等
）
を
埋
蔵
文
化
財
の
展
示
収
蔵
拠
点

と
す
る
発
想
は
、
単
に
公
共
施
設
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
る
と
い
う
短
絡
的

な
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
２
年
か
ら
地

元
の
郷
土
史
家
・
遠
間
栄
治
氏
が
白
滝

村
で
石
器
を
収
集
し
始
め
て
以
来
、
長

年
に
わ
た
る
数
多
く
の
学
術
的
調
査
に

よ
っ
て
出
土
し
た
考
古
学
的
成
果
の
蓄

積
を
保
全
し
、
さ
ら
に
学
術
的
価
値
を

高
め
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
す
る
構
想

が
先
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
４
名
の
職

員
の
う
ち
、
２
名
が
学
芸
員
資
格
を
有

し
、
専
門
課
で
あ
る
総
務
部
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
課
に
お
い
て
も
３
名
の
う
ち
、

１
名
が
学
芸
員
資
格
を
有
し
て
い
る
の

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
と
認
定
後
の

ジ
オ
サ
イ
ト
の
保
全
と
活
用
が
専
門
職

中
心
の
人
的
資
源
が
核
と
な
ら
な
け
れ

ば
実
現
で
き
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。

　

現
在
、
旧
庁
舎
１
階
部
分
に
整
備
途

中
の
「
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
（
今
春

オ
ー
プ
ン
予
定
）
が
、
地
質
・
地
学
を

中
心
と
す
る
学
術
・
交
流
機
能
の
拠
点

と
な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
一
員
で
あ

る
専
門
職
（
学
芸
員
）
に
今
後
の
ジ
オ

ツ
ア
ー
の
主
体
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

大
露
頭
群
を
視
察
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
（
旧
白
滝
村

役
場
２
階
）
の
展
示
物
に
よ
り
、
こ
の

地
域
が
約
２
万
年
前
の
「
石
器
工
場
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
実
感
で
き
た
。

　

割
っ
た
だ
け
で
鋭
い
刃
物
に
な
る
黒

曜
石
は
、
狩
猟
採
取
で
暮
ら
し
を
立
て

て
い
た
古
代
人
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
生
活
用
具
で
、
狩
に
使
用
す
る

ヤ
リ
や
ナ
イ
フ
な
ど
、
実
に
様
々
な
形

に
加
工
さ
れ
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
誰

化
財
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。

　

旧
白
滝
村
に
点
在
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト

の
う
ち
、
天
狗
平
は
、
更
新
紀
（
約
１

８
０
万
年
〜
１
万
年
前
）
の
中
頃
に
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
狗
平
の
基
盤
は
、
白
滝
層
と
呼
ば

れ
る
火
砕
流
堆
積
物
で
、
い
ま
か
ら
約

２
３
０
万
年
前
に
天
狗
岳
（
１
５
５
３

ｍ
）
を
中
心
と
し
た
火
山
の
噴
火
に
よ

っ
て
流
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

悪
天
候
の
た
め
、
最
大
の
見
所
で
あ

る
赤
石
山
を
は
じ
め
と
す
る
黒
曜
石
の

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
事
業
に
つ
い
て

　

「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
」
（
平
成
22
年

度
認
定
）
は
、
遠
軽
町
行
政
区
域
全
域

（
白
滝
・
丸
瀬
布
・
遠
軽
・
生
田
原
の

四
地
域
）
が
対
象
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
。

　

堀
嶋
英
俊
係
長
（
総
務
部
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
課
）
ら
の
案
内
に
よ
り
、
遠
軽

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
象
徴
）
と
な
っ

て
い
る
「
瞰
望
岩
」
（
が
ん
ぼ
う
い
わ
）

と
旧
白
滝
村
に
あ
る
「
天
狗
平
」
（
い

ず
れ
も
ジ
オ
サ
イ
ト
）
及
び
「
埋
蔵
文

↑遠軽町のランドマーク・瞰望岩（アイヌ語で見晴らし
のよい場所を意味する「イエンガルシ」）が町名の由来。

↓白滝ジオ・サイト（現場）の一つ天狗平からの眺望。
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説
明
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
地
域
の

教
育
機
関
と
連
携
し
た
教
育
活
動
は
始

ま
っ
て
い
る
。
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
実
施
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
行
政
が
主
催
あ
る
い

は
受
け
入
れ
る
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
お

り
、
今
後
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
保
全
に
は
課
題

が
残
る
。
ま
た
、
白
滝
地
区
以
外
の
地

区
（
遠
軽
、
生
田
原
、
丸
瀬
布
）
の
ジ

オ
サ
イ
ト
の
整
備
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｇ
Ｃ
と
し
て
は
、
「
黒
曜
石
」

を
外
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
意
見
で
一

致
し
た
。
』(

原
文
の
ま
ま
）

　

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
「
自
然
と
文

化
の
融
合
」
を
一
貫
し
た
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
約
１
億
年
前
の

太
古
の
プ
レ
ー
ト
運
動
の
時
代
か
ら
黒

曜
石
が
生
成
さ
れ
た
約
２
２
０
万
年
前

の
地
質
構
造
ま
で
を
解
き
明
か
し
、
さ

ら
に
、
約
２
万
年
前
に
現
れ
た
旧
石
器

人
の
生
活
の
跡
ま
で
を
た
ど
る
壮
大
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
、
発
掘
等
を
通
じ
た
学

術
的
な
裏
づ
け
を
経
て
描
き
出
し
て
い

る
。

し
た
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
て

推
進
協
議
会
の
運
営
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
度
指
摘
さ
れ
た
ジ
オ
の
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
研
究
者
に
よ
る
密
度
の
高
い
調

査
に
よ
っ
て
充
実
し
た
。
す
な
わ
ち
黒

曜
石
や
幌
加
湧
別
カ
ル
デ
ラ
の
噴
出
年

代
な
ど
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
改
善

さ
れ
た
。
ま
た
、
日
高
山
脈
や
石
狩
山

地
の
成
立
過
程
の
中
で
カ
ル
デ
ラ
の
形

成
と
黒
曜
岩
質
溶
岩
の
成
因
が
説
明
さ

れ
、
旧
石
器
時
代
に
こ
の
黒
曜
石
を
利

用
し
た
文
化
へ
と
つ
な
が
る
壮
大
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
組
み
上
が
っ
て
い
る
。
一

方
、
こ
の
旧
石
器
時
代
の
人
間
活
動
や
、

当
時
す
な
わ
ち
最
終
氷
期
の
古
環
境
の

　

初
回
審
査
の
結
果
報
告
で
は
、
改
善

点
と
し
て
、
『
黒
曜
石
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
当
時
の
気
候
、
地
形
、
生
態
系

な
ど
遺
跡
周
辺
の
地
層
か
ら
読
み
取
れ

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
加
え
て
、
ジ
オ
と
人

間
の
橋
渡
し
と
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
加

え
て
欲
し
い
』
と
、
地
質
の
要
素
が
薄

い
こ
と
を
い
の
一
番
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
指
摘
を
受
け
て
、
翌
年
再
提
出

さ
れ
た
申
請
書
に
対
し
、
Ｊ
Ｇ
Ｃ
（
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
）
は
、
次
の
よ

う
な
総
評
を
与
え
認
定
し
た
。

　

『
本
地
域
で
は
、
遠
軽
町
の
行
政
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
と
協
力
研
究
者
が
団
結

加
わ
り
、
施
設
及
び
人
的
資
源
の
両
面

か
ら
、
考
古
学
と
地
質
・
地
学
の
融
合

が
一
層
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
専
門
職
、
人
的
資
源
を

抱
え
な
が
ら
、
白
滝
地
域
は
、
初
回
申

請
と
な
っ
た
第
６
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
の
審
査
（
平
成
21
年
度
）
で
選

外
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
発
の
本
町
と
し
て
は
、
不
認
定
の

理
由
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旧白滝村庁舎を利活用・埋蔵文化財センター

マンモスの牙と巨大な黒曜石の塊。
旧石器人の狩と暮らしには、黒曜石の石器が欠かせな
かった。白滝黒曜石の痕跡は、遠くサハリンにまで達
している。
黒曜石は、マグマが地表近くで冷えて固まった火成岩
の一種。ガラスの成分と同じケイ酸分が多く、生成条
件の違いからか、赤や茶の黒曜石もある。
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質
疑
の
中
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
も
当
初
認
定
基
準
が
定
ま
ら
ず
、

ご
祝
儀
的
認
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

　

し
っ
か
り
し
た
取
り
組
み
が
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
を
認
定
す
る
こ
と
に
加
え
、

地
元
の
熱
意
も
評
価
の
対
象
と
な
り
、

今
後
の
伸
び
代
（
発
展
性
）
も
評
価
さ

れ
る
と
の
情
報
は
、
実
際
に
認
定
を
受

け
た
地
域
し
か
語
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
認
定
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

考
古
学
的
見
地
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

地
質
で
あ
り
、
北
海
道
誕
生
の
か
か
わ

り
か
ら
説
明
で
き
る
専
門
家
（
学
者
）

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
。

　

初
回
の
申
請
で
は
、
ど
う
や
っ
て
北

海
道
が
で
き
た
か
、
２
２
０
万
年
前
以

前
の
地
質
の
説
明
が
足
り
ず
、
そ
の
後

の
調
査
活
動
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
補
完
さ

れ
認
定
に
至
っ
た
と
い
う
経
過
は
、
Ｊ

Ｇ
Ｃ
審
査
結
果
報
告
に
詳
し
い
。
申
請

時
の
名
称
か
ら
黒
曜
石
を
は
ず
し
て
、

「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
な
っ
た
の
も

審
査
が
広
域
的
な
地
質
に
か
か
る
ス
ト

ー
リ
ー
を
重
視
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

　

認
定
ス
ト
ー
リ
ー
の
ハ
ー
ド
面
に
は
、

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

今
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ

　

な
お
、
行
政
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の

取
り
組
み
は
、
事
実
上
、
平
成
19
年
度

か
ら
推
進
さ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
度

の
認
定
ま
で
約
４
年
を
要
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
今
年
７
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
の
事
業
費
が
１
億
９
千
２
百
23
万
円
、

現
在
整
備
途
中
の
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
旧
庁
舎
１
階
）
に
７
千
９
百
82
万
円

の
事
業
費
が
投
じ
ら
れ
、
両
施
設
を
合

わ
せ
て
「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

」
（
仮
称
）
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

３
万
円
（
財
源
は
す
べ
て
一
般
財
源
）

を
加
え
た
４
ヵ
年
度
の
事
業
費
の
合
計

は
４
千
98
万
円
と
な
る
。
一
方
、
ジ
オ

パ
ー
ク
拠
点
施
設
整
備
、
案
内
板
・
解

説
板
等
の
ジ
オ
パ
ー
ク
見
学
環
境
整
備

事
業
な
ど
に
か
か
る
総
額
は
、
平
成
21

年
度
及
び
23
年
度
の
３
ヵ
年
度
で
１
億

８
百
61
万
円
と
な
り
、
財
源
内
訳
は
、

国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
２
千
７
百
87
万
円
、
起
債
・
そ
の

他
６
千
１
百
80
万
円
、
一
般
財
源
１
千

８
百
94
万
円
で
あ
る
。

　

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
の
平
成
20
年
度
か

ら
22
年
度
の
認
定
に
至
る
ま
で
の
事
業

費
及
び
財
源
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

　

普
及
啓
発
事
業
、
学
術
調
査
・
教
育

事
業
、
情
報
発
信
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運

営
等
）
事
業
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
事
業
、
申

請
調
査
事
業
な
ど
に
か
か
る
３
ヵ
年
度

の
事
業
費
は
３
千
３
百
95
万
円
で
あ
る
。

　

財
源
内
訳
は
、
道
か
ら
の
地
域
再
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
交
付
金
３
千
２
百
68
万
円
、

残
り
は
一
般
財
源
１
百
27
万
円
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
23
年
度
予
算
の
事
業
費
７
百

世界最大級の槍先【尖頭器（せんとうき）】
　上白滝８遺跡出土　長さ36.2cm・幅10.9cm・
厚さ3.6cm（国指定重要文化財）
淡い照明で黒曜石が浮かび上がる光と影の展示。
「黒いガラス」とも呼ばれる黒曜石の輝きは一万年
の時を経ても変わらない。漆塗りを思わせる重厚な
光沢を放つ。

総務部ジオパーク推進課の職員から説明を聴く。
学芸員資格を持つ専門職員がジオパーク構想を牽引。
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発
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
、

こ
れ
ら
に
ど
こ
ま
で
行
政
が
か
か
わ
る

か
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
主
催

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
町
か
ら
の
委

託
も
あ
り
え
る
。

　

認
定
を
受
け
て
も
観
光
客
が
大
幅
に

増
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
ジ
オ
パ
ー
ク

自
体
の
知
名
度
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
解

決
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

ジ
オ
ツ
ア
ー
で
は
、
現
地
サ
イ
ト
を

巡
る
に
当
り
、
国
有
林
に
立
ち
入
る
の

で
事
前
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
が
、
使

用
料
は
か
か
ら
な
い
。
林
道
を
使
う
に

あ
た
り
、
道
端
の
黒
曜
石
も
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ず
保
全
が
原
則
と
な
る
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
糸
魚
川
で
は
、
特

産
の
ヒ
ス
イ
の
販
売
は
す
で
に
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

白
滝
地
区
は
、
火
山
地
帯
だ
っ
た
た

め
、
木
の
葉
の
化
石
は
出
る
も
の
の
、

中
頓
別
町
で
発
掘
さ
れ
る
海
中
生
物
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
化
石
は
出
土
し
な
い
。

　

こ
の
話
に
及
ん
だ
と
き
、
う
ら
や
ま

し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

年
春
に
国
土
交
通
省
の
副
大
臣
を
務
め

た
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
き
っ
か
け

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
十
勝
石
は
当
た

り
前
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
専
門
家

か
ら
す
ご
い
と
い
う
話
が
出
て
く
る
と

地
元
の
意
識
も
変
わ
り
、
最
初
に
ま
ち

お
こ
し
団
体
が
動
い
た
。

　

認
定
後
は
、
町
民
が
関
心
を
も
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
資
源
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

　

教
育
の
一
環
と
し
て
地
元
小
学
校
で

「
石
育
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
遠
軽
高

校
で
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
研
究
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
修
学
旅

行
の
誘
致
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

黒
曜
石
の
加
工
品
と
し
て
、
ネ
ク
タ

イ
ピ
ン
や
表
札
が
作
ら
れ
て
き
た
が
、

い
ま
は
は
や
ら
な
い
。
加
工
に
使
う
黒

曜
石
は
、
過
去
に
鉱
区
を
持
っ
て
い
た

業
者
の
砕
石
の
ス
ト
ッ
ク
が
膨
大
に
あ

り
、
そ
こ
か
ら
買
っ
て
い
る
。

　

目
下
の
課
題
は
、
地
元
の
受
け
皿
作

り
の
た
め
ガ
イ
ド
の
養
成
や
ツ
ア
ー
の

運
営
、
地
域
活
性
化
の
方
策
、
商
品
開

こ
ろ
が
で
て
き
て
お
り
、
常
に
見
直
し

と
進
化
を
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。

　

観
光
地
で
な
い
と
こ
ろ
は
、
看
板
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
認
定
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。
認
定
前
に
ジ
オ
パ
ー
ク
は
名

乗
れ
な
い
た
め
、
認
定
後
、
看
板
を
作

り
直
す
必
要
も
生
じ
る
。

　

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
は
、
平
成
18

ア
ム
も
す
で
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

初
期
構
想
の
確
か
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

認
定
の
再
審
査
は
４
年
毎
に
あ
り
、

平
成
20
年
度
か
ら
認
定
が
は
じ
ま
っ
た

の
で
、
来
年
度
か
ら
指
導
が
は
じ
ま
る
。

認
定
を
取
り
消
す
の
は
希
と
考
え
ら
れ

る
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
審

査
は
き
び
し
く
、
再
認
定
さ
れ
な
い
と

説
明
に
漫
画
を
多
用
。
誰
に
で
も
わ
か
る
展
示

で
町
民
・
来
客
へ
の
理
解
が
広
が
る
。
←
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仮
に
、
認
定
を
受
け
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
や
学
術
交
流
を

支
え
る
専
門
的
人
材
が
必
要
で
、
本
町

の
現
状
で
は
、
民
間
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

い
ず
れ
の
組
織
分
野
に
お
い
て
も
人
材

不
足
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

黒
曜
石
と
同
じ
太
古
の
ロ
マ
ン
を
、

中
頓
別
鍾
乳
洞
を
中
心
と
し
た
地
層
・

地
質
群
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

認
定
に
向
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
た

め
に
は
、
人
材
確
保
、
財
源
対
策
と
と

も
に
、
緻
密
な
学
術
的
調
査
の
積
み
上

げ
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

遠
軽
町
の
取
り
組
み
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
道
の
り

は
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
道
を
選
択
し
な
く
と

も
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
い

ま
あ
る
施
設
の
有
効
活
用
で
観
光
振
興

を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

は
た
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
の
機

は
熟
し
て
い
る
の
か
、
な
ん
の
た
め
に

認
定
を
め
ざ
す
の
か
、
深
い
洞
察
が
必

要
で
あ
る
。

　

太
古
の
海
底
か
ら
中
頓
別
町
が
誕
生

し
た
大
地
の
記
憶
を
再
生
す
る
事
業
の

行
方
は
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。

学
的
調
査
を
続
け
て
き
た
歴
史
が
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
疑

い
な
い
が
、
合
併
後
の
新
町
の
中
心
部

か
ら
最
も
遠
い
同
地
区
の
衰
退
を
憂
慮

し
た
政
治
判
断
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

遠
軽
町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
専

門
課
と
し
て
、
「
総
務
部
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
課
」
を
設
置
し
、
構
想
を
軌
道
に

乗
せ
た
が
、
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
か

ら
、
Ｊ
Ｇ
Ｃ
（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
）
の
現
地
審
査
な
ど
に
対
応
で
き
る

地
質
分
野
の
専
門
家
（
外
部
の
知
見
も

可
）
が
い
な
け
れ
ば
、
認
定
の
ハ
ー
ド

ル
は
極
め
て
高
い
と
感
じ
た
。

る
高
い
質
感
が
漂
っ
て
い
た
。

　

一
万
年
た
っ
て
も
輝
き
を
失
わ
な
い

黒
い
ガ
ラ
ス
・
黒
曜
石
は
、
展
示
手
法

の
素
晴
ら
し
さ
も
あ
り
、
第
一
級
の
芸

術
品
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

旧
石
器
時
代
の
人
々
の
生
活
が
時
空

を
超
え
て
伝
わ
っ
て
く
る
リ
ア
リ
テ
ィ

感
は
、
長
年
の
地
道
な
学
術
調
査
の
蓄

積
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
た
も
の
に
ち

が
い
な
い
。
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
す

で
に
世
界
に
通
用
す
る
価
値
を
内
在
し

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

旧
白
滝
村
に
は
、
古
く
か
ら
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

教
育
委
員
会
に
学
芸
員
を
配
置
し
考
古

　

調
査
意
見

　

半
日
足
ら
ず
の
視
察
調
査
で
あ
っ
た

が
、
十
勝
石
（
道
内
で
の
俗
称
）
と
呼

ば
れ
る
黒
曜
石
の
わ
が
国
最
大
の
産
地

で
あ
る
白
滝
地
区
は
、
ま
さ
に
太
古
の

火
山
活
動
の
息
吹
、
ジ
オ
（
地
質
）
の

聖
地
と
感
じ
た
。

　

遥
か
な
る
大
陸
移
動
の
時
代
ま
で
遡

り
、
人
類
の
歴
史
と
結
び
つ
け
る
壮
大

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
展
示
は
非
常

に
優
れ
て
い
た
ば
か
り
か
、
学
芸
員
資

格
を
持
つ
職
員
か
ら
の
説
明
も
精
緻
か

つ
明
瞭
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
滞
在
時
間

で
も
ビ
ジ
タ
ー
（
来
客
）
を
満
足
さ
せ

↑センター内の体験学習スペース。地元小学校
では、「石育」が始まっている。

↓黒曜石の破片を敷き詰めた回廊を歩けば220
万年前の過去から現代へ続く遠大なストーリー
を感じる。
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編  

集  

後  

記

　

皆
さ
ま
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
中
頓
別
町
も
、

日
本
の
国
全
体
も
希
望
の
持
て
る

明
る
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
誰

も
が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

首
相
が
国
民
の
声
を
無
視
し
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
表
明
し
、
消
費
税

率
10
％
を
明
言
し
、
年
金
額
を
来

年
度
か
ら
段
階
的
に
２
・
５
％
引

き
下
げ
る
法
案
を
通
常
国
会
に
提

出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
国
民
に
と
っ
て
は
、
ふ

ん
だ
り
け
っ
た
り
。
夢
も
希
望
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
大
原
則

と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
、
す
べ
て
の
産

業
、
業
種
で
規
制
緩
和
が
行
わ
れ

れ
ば
、
医
療
も
食
の
安
全
も
、
建

設
業
や
中
小
事
業
者
も
大
き
な
打

撃
を
受
け
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
環
太
平
洋

連
携
協
定
に
反
対
す
る
意
見
書
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
新
た
な
第
７
期
総
合

計
画
の
下
、
町
政
は
進
ん
で
行
き

ま
す
。

　

今
年
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
本
）

議会の動き

24日　議会運営委員会
26日　いきいきふるさと常任委員会
　　　（遠軽町視察）

７日　いきいきふるさと常任委員会
13日　衆議院議員松木けんこう
　　　「2011国政の集い」（稚内市）
15日　松木謙公衆議院議員及び武部
　　　勤衆議院議員との意見交換会
　　　（東京都）
16日　宗谷町村議会議長会臨時総会
　　　・第55回町村議会議長全国大
　　　会・第36回豪雪地帯町村議会
　　　議長全国大会（東京都）
22日　議会運営委員会
28日　第５回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会

８日　議会運営委員会
11日　平成23年度自由民主党移動政
　　　調会（稚内市）
12日　議会広報編集特別委員会
　　　いきいきふるさと常任委員会
18日～19日
　　　第４回定例会

23年10月

11月

12月

８日　平成24年成人式
12日　議会広報編集特別委員会
17日　第１回臨時会
17日～18日
　　　宗谷町村議会議長会定期総会
　　　並びに意見交換会（稚内市）
20日　いきいきふるさと常任委員会

24年１月

　１月 11 日夜、役場で「奇跡のむらの物語」と題した講
演会が開かれ５議員が参加。講師は、長野県泰阜（やすおか）
村でＮＰＯグリーンウッド自然体験教育センターの代表理
事を務める辻英之さん。
　泰阜村の人口は本町と同じ 1900 人。国道なし、コンビニ
なし、信号機なしという典型的な過疎の村です。
　何もない村で、25 年前に、「ヨソモノ」である辻さんた
ちは、小学生を対象にした一年間の「山村留学制度」をは
じめました。「暮らし」の中に「学び」の原点があると考え、
農山村の風土が創り出す独自の文化に潜在的な教育力を見
出したからです。
　子どもたちの体験活動の中に地域の生活の知恵を取り入
れつつ、働くこと、遊ぶこと、食べることを通して助け合
いや自立性について学び合うことを重視。地域のお年寄り
などその地域を生き抜いてきた人々に協力を仰ぎながら、
農作業や火の扱い、山で暮らすルール、話し合いによる課
題解決（寄り合い）など様々な知恵を子どもたちに伝えて
います。この理念を実践する教育活動が、長期山村留学事
業の「暮らしの学校だいだらぼっち」と長期休暇を活用し
た自然体験教育事業「信州こども山賊キャンプ」。夏の山
賊キャンプには、全国から千人を超える子どもと 350 人も
のボランティアが集まるそうです。
　限界集落での「教育」を中心にすえた地域再生の物語は、
本町にも通じるところがあります。かつて、小頓別小中学
校で実施していた山村留学の里親を経験した星川議員は、
「何もないように見えるが、田舎には、子どもたちが遊ぶ
時間と空間がいっぱいある。ゲームやインターネットの仮
想現実ではない濃い人間関係が築ける。市街地にある空き
家を活用して、山村留学を復活させるときではないか」と
提言。泰阜村の奇跡が、なぜ中頓別町で起きないのか、両
町村の違いはなにか、考えさせられる講演でした。

奇跡のむらの物語に5議員聴き入る

　議員だよりは、都合により
お休みします。

奇
跡
の
む
ら
づ
く
り
を
熱
く
語
り
か
け
る
辻
さ
ん


